
製造業特化型
データサイエンス集中コース
豊⽥校第５期（２０２１年５〜１１⽉）

アンケート結果＆インタビュー

満⾜度

スキルの習熟度 わかりやすさ

4.8

4.54.7
5段階評価

普段の業務は？

ビジネスサイド

エンジニア
（機械学習に関わら
ない）

エンジニア
（機械学習に関わっ
ている）

受講⽣の傾向

講座の評価
座学⾯では、初⼼者でも体系的に学べる点を
⾼く評価いただきまました。質問がしやすく
快適に受講できたといったお声も多くいただ
いております。
また、座学で学んだことを⻑期演習課題で発
揮できるカリキュラムがスキルの習熟に直結
したと実感している受講⽣が多く、「⼤変
だったけど、楽しかった」と笑顔で語られる
⽅ばかりだったことが印象的です。

今回も製造業に従事する
エンジニアの⽅を中⼼に
お集まりいただきまし
た。その中で普段関わる
業務の違い、⽴場の違
い、既存の知識の違いを
講座を受ける中で共有す
ることでより濃い学びの
場となすることができま
した。
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⼀番⼤変
だったことは？

最後のチーム演習に
ついて

⾝についたことは？

他の受講⽣との交流は
どうでした？

受講前と受講後の
⾃分を振り返って

チームビルディング

成⻑の実感

率直な感想

受けてほしい⼈は？

次の受講⽣へ

先⼈からのアドバイス

講座を受けて
思うこと

3p

4p

5p

6p

9p

10p

8p

7p

8名の受講⽣の皆様に
オンラインインタビュー！

嬉しい成⻑談からぶっちゃ
けた話、笑ってしまう失敗
談などなど沢⼭お話しても
らいました！
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「業務へどう繋げる」か
受講⽣同⼠の交流からも

ヒントを
前半の3か⽉で理論とプログラムを
学び、後半の3か⽉で演習（Project 
Based Learning）に取り組む流れが
とても良いと思います。（⼤学で機械学習を習って
いたので）機械学習の内容については、数学的なこ
となどは特に忘れかけていたので復習もかねて学べ
ました。難易度も丁度よく、講師の説明も理解しや
すかったです。

【座学と演習のバランスが良い！】

AIへの苦⼿意識の克服という最初
の⽬的がバッチリ果たせました。
同業者の会からの案内でこの講座を
知って、AIの分野に対しての苦⼿意識を克服するため
に良い機会だと思いました。短期の講座もありました
が、少しやってすぐに忘れてしまうより、じっくり取
り組みたかったので⻑期コースを選択しました。（半
年間の間に受験した）G検定の合格にも結びついて⾮常
に良かったと思っています。 

【学ぶ習慣をつけられた半年間】

講座を受けて思うこと

      ⽉並みですが最初は⻑いと感じてはいたんですけ
      ど、やってみるとやっぱり⼀瞬だったというのが1
     番印象としては⼤きいですね(笑)。6ヶ⽉あったの
で、いろんなことを頭に蓄積できました。ただ、終わってみると
結構まだ（業務に反映するためには）学び⾜りないこともたくさ
んあることもわかりました。これから機械学習やデータサイエン
スを更に学んでいく中でとっかかりとして、とても価値ある時間
を過ごせたと思っています。

【次の学びへの⼟台作り】

      ⾮常に有意義で良かったと思います。特
に⼀番最後の演習で、座学で学んだことを実際に活か
す機会得られたことが⼤きいです。かつ、（演習は
チーム戦なので）⾊々な業種や役割・知識を持った⼈
と⼀緒に進めていくことで、協⼒の仕⽅や役割分担と
いった連携も学べたところが⾮常に有意義でした。

【AIの知識だけではない、
 チーム開発から学んだこと】

【ストレートに！】
すべてが⾃分にとって新しい内容で、
⽉並みですが受講して良かったです。

社内でもAIのことが全くわからず、ドラえもん
みたいに捉えている⼈がかなりいたのですが、
実際に講座を受けて⾃分も若⼲そう思っていたこと
に気づけたことは⼤きかったですね(笑)。（AIが）できることと、
できないことがよくわかったので、概要の部分はかなりしっかりわ
かったと思います。AIに対して過剰な期待をしなくなったことが⼀
番⼤きいですね。

【気づいていなかった⾃分の認識に気づけた】

     座学では、初歩的なことろから体系的になぞるこ
    とができました。⾃分の知らなかったこともあった   
ので（補完できて）良かったと思います。最後の演習では、普
段ベルトコンベアのような設備に触ることがなかったのですご
い良い経験になりました。⼀緒のチームメイトや他の受講⽣と
もお話しして、製造現場で働いている⽅の意⾒に触れることが
できたことも貴重な経験でした。

【製造現場の⽣の声に触れられた】

⽉ヶ6全

全⼒で駆け抜けた

⇒⾝に着けたこと

⇒知ったこと

新
し
く

「わかる」と
次の

「知りたい」
に繋がる
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⼀番⼤変だったことは？【数学の壁に⽴ち向かう】

【避けられない設備との連携の壁】

【データ収集の⼤変さを実感･･･】

    ⾃分は数学がすごい苦⼿な
   ので、座学の理論の理解に苦
労しました。（AIの）実装はできま
すが、まだ中⾝の数学を全部完全に
理解できたかというと微妙なところ
です(笑)。

 PBL後半、撮像環境にて想定外のト
ラブルが起こり、最後までそれに引っ
張られてしまいやりたいことがやりき
れなかったことです。

座学では、海外の⼈間としては、講義資料
のカタカナ表記が難しくて⼤変でした。
PBLでは、撮像環境の構築にとても苦労しました。最初は
モデルさえしっかりしたものを作ることができれば、⼊れ
る画像がそれなりでも何とかなると思っていました。で
も、撮像の環境を統⼀させることはとても難しかったで
す。使⽤する画像が定まらなければ良いモデルもできないと
実感できたことは業務にも繋がる⼤きな学びでした。

⼤変だったのはやっぱり最後の実機を使った演習ですね。
プログラムを組むのはもちろん難しいと思いますが、実業
務だとプログラムだけが仕事じゃないんですよね。結局は
設備周りの現場の⼤変さ、AIを導⼊するには前⼯程が壁だ
と実感しました。現場のニーズとしては「楽してやりた
い」というところがあるんでしょうが、避け
られない部分はありますね(笑)。そういった
⼀連の流れを通して⾝をもって理解できた
ところは⾮常に有益でした。

座学の画像を使った異常検知の課題ですね。⼀⼈で前処理か
らモデルの構築をやって、最後に取り組み内容を発表する流
れもあって、⼤変でしたが、良い経験になったともいます。
課題に取り組む中でモデルの使い⽅を改めて学ぶことができ
ました。難易度は⾼く感じましたが、他のセミナーではこん
       なに深く画像の処理の仕⽅やモデルの扱い⽅
        に触れないのでとても取り組めて良かった
        です。

演習中の撮像環境の構築
が意図したものになってく
れなくて苦労しました。試⾏錯誤している
うちに時間だけが過ぎてしまって、最後は
決め打ちになってしまいました。もっと良
い形にできたんじゃないかと⼼残りではあ
ります。結果、全体としては楽しめました
が(笑)。
モデルの作成に関しては本当に⾃分勝⼿に
やらせてもらって楽しかったです。⾊々な
モデルを作りまくって試してはダメだった
の繰り返しだったんですが、ひたすら好き
勝⼿挑戦できることが楽しかったですね。

       やっぱり（演習の）撮影環境の構築です
       ね。傷と打痕の撮影条件を⾒つけること
      が⼿探りで⼤変でした。（想定していた）      
スケジュールともずれてしまい(笑)。撮影環境の構築や
（画像の）前処理で時間がかかることの⽇程感覚は今回
の経験からつかめたので（業務の）参考にしたいと思い
ます。

【AIモデルに取り掛かるまでが⼀苦労・・・】

【想定外、制限時間に
    振り回される】

【トラブル対処能⼒が
      試される演習･･･】

【学んだことを⾃分なりに
アレンジする難しさを実感】

座学最⼤の関⾨
1から⾃分で

AIプログラムを作り
試⾏錯誤

全ての⼟台「数学」
避けて通れないからこそ丁寧に

データ収集に⽴ちはだかる
不動のライバル

「撮像構築」→

受講⽣→
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受講前と受講後の⾃分を振り返って
       社内で物体検知をやっているチームがあるんですが、チームメンバーの話が
      ⼤体わかるようになりました。演習で私も物体検知のアルゴリズムを使ったの
     で、扱い⽅やメモリの制限、エッジデバイスとの連携の話などリアル部分を体感
したのは⼤きいです。やはり⾃分で体感しないとわからない部分でした。
（体感した知識は）チームメンバーを正しく評価できるようになったことにも繋がりまし
た。（部下には）プレッシャーをかけるかもしれませんが(笑)、私もここまでわかってます
よ、と社内で⾔えますし、古屋敷さん（もう⼀⼈の受講⽣）もいてくれます。会社全体で
（AIに関わる）開発に意識が⾏くと良いと思っています。 

      （AI業務の連携で）⼤学側とのコ
      ミュニケーションのしやすさが全然
     違いますね。スムーズに話ができるよ
うになりました。前は専⾨的な話に出てきたワー
ドに関して都度、検索をかけていたりで⼤変でし
た。今はそのあたりの知識レベルが上がったので
スムーズに話を進められるようになっています。
座学で学んだあたりが実った実感として嬉しい点
のひとつです。

     Pythonによるプロ
     グラミング、ハー
    ドとの連携(ラズパ
イ、PLC)どちらもほぼ経験
がなかったため、学んだ内容
に関してはすべて成⻑できた
と思います。特にPythonによ
るデータの前処理はとても汎
⽤性が⾼く、⽇常業務の様々
な部分に取り⼊れられるので
とても勉強になりました。

外観検査の演習の作業を通してあいまいな感覚を数値で表現すること
の⼤切さを知りました。実現場の問題点はあいまいなことも多いで
す。「困りごと」を最適化するために定式化する⽅法を今回の講座で
は学べたとおもいます。
【⼀⼈で理解するのではなく、お互いに理解しあう】
専⾨的なことに対する質問の仕⽅がわかりました。これまではどう表
現するれば良いかわからなかったことも表現の引き出しが増えまし
た。というのも受講⽣同⼠でも会話をする中で相⼿に伝わ
るように⾔葉を選んでたくさんコミュニケーションをで
きたおかげです。お互いの認識を合わせるためにコミュ
ニケーションが⼤切で、相⼿に伝わる⾔葉を選ぶことの
重要性がわかりました。今回の講座で学んだ⾊々な表現
⽅法も今後の業務の武器としたいです。

最初に学んだ（データの）前処理あたりは業務で
既にめちゃくちゃよく使っています。仕事が凄く
楽になりました(笑)。実務で使うデータは結構ぐ
ちゃぐちゃの状態だったりするのできれいにする
必要があるんですが、（Pythonでの）整形のプロ
グラムが組めるようになって、その進みが早くな
      りました。これまで全然プログラム
       とかをかじったことがなかったの
       ですごい⾰命的だと思いました。

       まず、現場の⽅の気持ちがよ
      くわかりました。（AI関連の）
      仕事でデータの取得や授受の関
係で苦労することもあるのですが、データを
とるのも⼤変だろうなと漠然と考えていたの
ですが、演習を通してデータをとる作業が簡
単な話ではないことを改めて知りました。製
造業に対して理解が深まったことが（受講前
と）⼀番変わったことですね。

【体感したからこそわかる実務への応⽤】

【コミュニケーションの
      円滑化に直結】

【データ解析業務がPythonで
 楽になった！】

AIのモデルの扱いはもちろんで
すが、Pythonを使ったデータフ
レームの扱い⽅がうまくなったこ
とを実感しています。（これまでは業務で）BI
ツールを使⽤してデータベースを作ることがあり
ましたが、Pythonのコードを打ってデータを加⼯
することで作業が早まりました。

【あいまいさを数値に】

【実務の作業に変化が…】

Before

After 6か⽉前の⾃分を
  覚えていますか？

業務を通して

⾃分の成⻑を
感じる

【仕事相⼿の気持ちがわかる】

【知らないことが
 多いからこそ】
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⾝についたことは？

画像処理の知識は⼀応はあったものの、あまり⼈
に⾃慢できるようなものではなくて基本的な扱い
を知っているだけでした。演習の課題を通して最
新の技術を⾃分で調べて試したりすることができ
     て、⾼評価されているモデルも⼀通り
      触ることができました。もちろんそ
      こから更に発展形はあるので、今回
      はそれに対する⾜掛かりができたこ
     とが収穫だと思います。これからも引
     き出しを増やしていきたいです。

画像認識などの仕事に取り掛かる
のに、まずどこから始めれば良い
か⼀連の流れを⾃分の中で計画でき
るようになったことが⼤きいです。そ
の⼯程全てをまだ完璧に⾃分⼀⼈で実装すること
はできないかもしれませんが、今後どの技術を⾝
につければいいかといった指標が定まりました。

（AI開発をする中で）外部に委託する際に話が分かるようになった
ことは⼤きな収穫だと思いました。AI関係をすべて内製化するのは
⼤変だと思うので外部委託をやっていくにはAIエン
ジニアの⼈とコミュニケーションをとるために概
念だけでもわかるようになることが重要だと実感
できました。

演習中の役割分担や開発⽅針を1から⾃分たちで考えるのははじめ
てでした。動き出す前にまず⽅針を決めること、作業する中でその
⽅針が正しいのか判断することがとても⼤切だと知りました。もし
間違った⽅針なら正しく修正する必要もありますが、今回はの判断
      が遅くなってしまい期限が迫ってしまいました。失敗
       した反省点ですが、だからこそとても印象が強いで
       す。AI開発にかかわらず、プロジェクトを進⾏する
       経験は業務でも役に⽴ちそうです。

     AI関連の知識の全体的な基礎が作れた
     と思います。Pythonの使い⽅にも慣れ
    ましたし、演習ではラダーの使い⽅にも
触れられたので、実務につなげられそうです。座
学で習った内容をうまく実務の⽅に結びつけるこ
とが今後の課題になりますね。

やっぱり引き出しが増えたことですね。こういっ
た問題に対しては、この機械学習のモデルが使
えますねといった⾵に。そのモデルの中でもパ
ラメータの調整⽅法などいろんな⼿法があること
が理解できました。あとは、プログラム的な側⾯で
（業務で）使えそうなテクニックが増えたことと、実際に
実装するハード⾯の知識ですね。PCやエッジデバイスに必
要なスペックであったり、（実⾏したいプログラムによっ
て）どれくらいの処理速度が必要か実感することができま
した。

Pythonを使ったプロジェクトなど
の話が出たときに、ひとまず内容を
⾒てみようと思えるようになりました。
今までは苦⼿意識が強く、内容を⾒る前に⽴ち⽌
まってしまっていましたが、抵抗なく先に進める
ようになったことは⼤きいです。 

【モデルの構築〜実装するハードウェアまでの
知識を⾝につけられた】

【⼟台の構築と次のステップへ】

【外部に委託する際の橋渡し役に必要な知識】
【開発⽅針の構築と更新の失敗談
        スケジュール管理のコツ】

【敬遠してきたPythonの克服】 

【1から計画ができるように】 

【画像分野の知⾒を蓄積】

実務に戻って実
感する気づかな
い成⻑も！

AIが実装できるように
なっただけじゃなかった

AIを
現実世界で
活⽤するために
必要な知識

AI実装のための基礎技術は
意外に別業務に役にも⽴つ！？
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最後のチーム演習について

（3か⽉は）最初は⻑いかと思っ
たのですが、短かったですね。AI
を活⽤するプロジェクトのスケ
ジュールの感覚として、試⾏錯誤
にチャレンジすべきタイミングや
期間を肌感覚で体感できました。
（実務で）指⽰を出すときも期限
ギリギリで「もっと頑張れ！」っ
て⾔うわけにはいかな
いですが、まだ時
間がある時はチャ
レンジさせるべき
なんだと勉強にな
りました。 

       Raspberry Piをトレーニングとしてす
      ぐ使える環境が整っていたことはとても
     ありがたかったです。Raspberry Piも含め
て、機械学習モデルが組み込まれた模擬⽣産設備を作
り上げるのは勉強になりました。設備⾯の調整であっ
たり、ワークの撮像環境構築の進め⽅を演習を通して
学ぶことができて、（学んだAIの知識を）実際に実務
に活かしやすくなったと思います。

⼀⾔で⾔うと、めちゃくちゃ難しかったですね
(笑)。初めてのことも多かったので、
最初に⽴てた計画通りには全くい
かなかったです。どんな⼯程があ
るのか、その⼯程にどれだけ時間
を費やせばいいか悩みました。⼀通
り終わった今だからとても実感しています。

   やはり、座学で学んだ
    ことを実際の設備で
    動かしてみる、とい
    うのはなかなかでき
   ることではないので、
本研修の最⼤の特徴だと思い
ます。個⼈的には、計画的に
進めていたつもりが後半トラ
ブルが多発してしまったの
で、悔しい思いはあります。

得意分野の違う⼈とチームの組むのはとてもメリッ
トがあると感じました。開発能⼒の⾼い⼈と⼀緒に
取り組むととても勉強になります。（チームの⽅針と
して）作業を分担していたので演習中は常に情報共有を意識しまし
た。オンライン上の共有フォルダを使⽤するのも、リアルタイムで
フォローしあえるのでとてもよかったです。その中でお互いに違う
考え⽅を交換できたことが⼀番勉強になりました。
惜しく思うこととしては、他のチームとももっと意⾒交換や教えあ
いを積極的に⾏えば良かったと思いました。

チームメンバーの取り組みなどを共有する
ことで、「そうやってやることもできるん
だ」と新しい発⾒を得られたのは良い経験
だったと思います。3か⽉間の演習は⻑いな、
と最初は思っていたんですが、あっという間に終わってし
まいましたね(笑)。⾛り出すともう1か⽉たっていて、も
う半分で、もう明⽇試験でした。最後の1週間は特に怒涛
でしたね。

      機械学習の仕事をする
      時、エンジニアの視点で
      必要なデータをお客様に
     欲しいと伝えるだけで、ど
うやってデータを収集しているかはあ
まり深く考えたことがありませんでし
た。データの収集も⼤変だろうな、と
は思っていたんですが、やはり⾃分の
⼿で動かしてやってみると相当⼤変だ
と⾔うことが再確認できました。

【実務に反映させやすい演習課題】

【チャレンジするタイミング
    あっという間の3ヶ⽉間】 

【AIプロジェクトの難しさを体感できた】

【チーム内で知識の共有ができた！】

3ヶ⽉の⻑期間演習
Project Based Learning
「ハマった」回数が

成⻑の回数

思わぬ
ハプニング

迫る期限

想定外の挙動
絶え間ない
エラー祭

環境構築

再現性どこ
いった？

傷が写ら
ない･･･

チーム
連携

【データ取りの苦難…】
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⾃分（の職務）は製造業の
中でも、機械系とラダー
回路がメインだったので
すがシステムエンジニア、
⽣産エンジニアの⽅々と演
習を取り組むことで、その⽅々が持っている
知識が⼤変参考になりました。⾃分と違う知
識を持っている⼈と⼀緒にプロジェクトに取
り組むと、「ああ、こういうこともできるん
だな」という新しい発⾒が沢⼭あります。

他の受講⽣との交流はどうでした？

雑談の中で製造業でよくあることや現
場の愚痴を聞けたことは⾯⽩かったです
ね。製造業ならではの話は⾃分の会社内では絶対に聞
けない内容だったので新鮮でした。

AIと直接関係ないところですが、
受講⽣の⽅で業務で同じソフト
ウェアを使っている⽅がいらっ
しゃって、お互いに情報交換がで
きました。そのソフトウェアを業務
でどうやって使っているかといっ
た内容ですね。お互いに新し
    い使い⽅に気づけまし
     た。あとは、講師の⽅
     も1⼈同じソフトウェア
     を使っている⽅がいて
     相談にのってもらえま
    した(笑)。

意外だったのは、まったく違う業界の⼈でもプロジェ
クトの進め⽅に対して激しく視点がずれたように感じ
なかったことです。⼀般的なセオリーと呼ばれるもの
は共通で共有できるということも講座の
中の1つの学びでした。機械学習を通
して、プロジェクトの進め⽅で（別業
界の⼈と）共感が持てました。

      同じ業界の⼈が講座に集まるのは⾯⽩いです
      ね。講座以外でも会う機会もありました。同じ
     展⽰会に出展していて、講座以外でお話しするの
もとても楽しかったです。普段の業務についても話す機会に
もなったので共感する部分や参考になる話をすることができ
ました。

研修以外にも様々なお話を
させていただきました。

（演習の）撮像環境を作るときに、⽔平器で測った
り、細かい採⼨をしていたり、プログラマーの⾃分か
らすると全然思いつかなかったことを当然のように
やっていて新鮮でした。あとは、他の
会社さんがどういった⽬的をもって
データサイエンティストを⽬指して
いるか話が聞けて良かったですね。

私の演習のチームは品質管理と開発の部署の⽅と
⼀緒になったんですが、別の会社の品質
管理の⽬線がどういうものなのかは伝
わってきました。私⾃⾝もチームメン
バーとは違う⽴場だったので、お互い
違う視点での話ができたかなと思います。 

【講座の内容以外の話題で
       盛り上がったり･･･】

【違う得意分野を組み合わせて演習に
            ⽴ち向かう】

【新しい視点を知れたチーム内の交流】 

【同じ製造業でも違う視点に驚き！】

【違う業界でも共通のセオリーを⾒つけられた】違
い 共

感
から得られた学びを糧に

雑談こそ本⾳

【別業界ならではの笑い話も共有】

【演習中の醍醐味】

実は講師も演習中の雑談
を楽しみにしてます

※※
本講座では雑談を歓迎
しています。
雑談には学びがあふれ
てます。おおいに無駄
話をしましょう。
なお、オフレコです。
※※

【共通の悩み事を発⾒】
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受けてほしい⼈は？

       マネージャー以上の⼈に
       おススメしたいです。
     （AIに限らず）最近よく
「DXを！」と聞きますが、情報をデジ
タルでいかにうまく扱うかが重要となり
ます。統計的な⾒⽅などは理解している
⽅も多いとは思いますが、実際どうやる
かに関⼼がいかないと投げやりな指⽰を
出してしまうと思います。なので、やは
りマネージャー以上の⽅に必要だと思い
ます。 
また、今ではネット上に無料で学べるコ
ンテンツもありますが、あえて講座に参
加することに価値があると思います。学
習のペースをコントロールしてもらえる
点や、同じく受講している仲間がいるか
らこそ途中で脱落できないので(笑)。 

     ⾃分から進んで挑めるアクティブな⼈に受け
     てほしいです。絶対講座を受けている中で⾃分
     のわからないことは出てくると思います。その
     時に⾃分で調べてみたり、⾃分の⾔葉で質問
    しないと進んでいけません。特に演習がそうだと
思います。実際に実務に活かしていく際も、講座の内容を
そのまま使えることはなくて、どこかしらアレンジして合
う形に落とし込む必要があります。前向きに⾃分で調べて
⾏動できる⼈が得るものが⼤きい講座だと思います。

分析業務をやっているとしたら、将来的
にも受けた⽅が役に⽴つのは間違いないで
す。あとは、会社のトップですね。（AIの知識が）業務に
必要な⼈が受けるのが普通かもしれませんが、トップが受
けることで会社全体で変化が起きるんじゃないかと思い
ます。

20代・30代の技術職の⽅ですね。どうしてもAIに
対して期待値が⾼すぎるというか、SFのような万
能な技術だと思ってしまう⽅が多いので、現代技術
のAIがどういうのもかを学んでほしいです。社内で
AIについての企画がある際に、こういったAI
     に対する認識のずれがあるとなかなか
      話がかみ合わないことがあるので、
      そういったギャップを埋めるために
      もぜひ受けてほしいと思います。

製造業の⽅もAI技術者の⼈もこの講義を受ける意義があると思い
ます。製造業の知識とAIの知識をフルに持っている⼈がもちろん
理想ではありますが、そういった⼈材を⽤意することは難しいで
す。製造業とAI技術者で分業をすることをはやむをえないと思い
ますが、製造業だけどAIがそこそこわかる⼈、AI技術者だけど製
      造業がそこそこわかる⼈がいれば中間で橋渡しがで
       きると思います。これから求められるのはそう
       いった中間を担う⼈材だと思うので、そういっ
       た役割を担う⼈に参加してもらいたいです。

    
    やりたいことをイメージしてすぐ実⾏し    
てみようと思えることが最も重要だと思   い
ます。逆にもともとどんなスキルを持っているか
は気にする必要ないと思います。(⾃分がそうだっ
たので…)

【会社全体の変化のためにトップに受けてほしい】

【指⽰を出す⽴場だから
 こそ基礎を固めてほしい 】

【チャレンジ精神と積極的な⼼で！】

【業界をまたいだ知識を⾝につけるチャンス！ 】

【若⼿の育成に活⽤してほしい】

社内でAIにつ
いて知らない
といけない⼈
とは？

若⼿？ マネージャー層？ トップ？エ
ン
ジ
ニ
ア
？

ビジネスサイド？

専
⾨
は
？

製造
現場

データ
解析
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【所持スキルは関係なし！】



事前学習動画はじっくり取り組ん
だ⽅が良いです。絶対に理解して
から講座に臨んだ⽅が座学で⾝に
つくものが違ってくると思うので、
ちゃんと⾒ることをおすすめします。

先⼈からのアドバイス

座学部分は初⼼者の⽅も、多少
経験のある⽅も得るところが必
ずあると思うので飽きずに頑
張ってもらいた
いです。

AIの実装の仕⽅ももちろんです
が、使⽤されるモデルの歴史的
な部分も覚えていくと良いと思い
ます。AI開発をするうえで、開発メンバーと会話
する際に⾊々なモデルの名前が⾶び交うんです
が、その時にどのモデルがどういう⽬的で誕⽣し
て、発展していったかを知っていると会話がしや
すいです。深く知る必要はないかもしれません
が、広く浅くたくさん知っていると、実装する時



インタビューにご協⼒いただいた皆さん、
本当にありがとうございました！


